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町出身選手が「全国都道府県対抗駅伝」へ出場

　町では、1月中旬から3月中旬にかけて、スポーツ合宿が行われています。

　それぞれのチームの選手や監督からコメントをいただきました。

◆ラインメール青森ＦＣ　2月1日（日）～3月8日（日）
原崎政人監督「今年は結果を出せるように、今回の合宿は準備期間としたい。

シーズン終了から期間が経ったため、まずはしっかり意識合わせをしていく」

遠藤元一選手「青森では雪の影響で外での練習ができず、体育館での練習が

中心だったため、外で練習ができるのはありがたい。新チームになったばかり

なので、団結力を強めるとともに、勝負強さを鍛えていきたい」

◆高知ファイティングドッグス　2月2日（月）～2月5日（木）
佐々木斗夢監督兼選手「期間中は生活面のサポートがあるため、トレーニン

グに集中できる。全体で集まったのは久しぶりなため、組織としてどう動くの

かミーティングを重ね、方針をあわせていく。トップリーグへの選手輩出と優

勝は目標としてあたりまえ。一人ひとりが負けず嫌いな集団を作っていく」

Topic　2月5日（木）に同チームの選手1名、関係者1名が町内の4つの保

育所を訪問し、佐賀保育所では、スタッフの岡本啓さんと平林大吉選手が園

児らと交流を行いました。園児らは「打つのも投げるのも楽しかった」、「おば

あちゃんの家で練習してきた」、「野球選手になりたい」などと話し、岡本さん

は、「子どもたちは素直なので、純粋に野球を楽しんでくれたので、やりがい

がある。カテゴリーが上がるほど、苦しいこともできてくる。今は初心の気持

ちで、純粋に楽しんでほしい」と話しました。
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　１月１１日（日）に京都府で開催された「皇后盃第４４回全国都道府県対抗女子駅伝」に１名、また、１月１８日（日）に
広島県で開催された「天皇盃第３１回全国都道府県対抗男子駅伝」に２名、町出身の選手が出場しました。
　女子駅伝に参加した横井花音さんは、「中学最後に夢の舞
台で走ることができてとても嬉しかった。次は全国で通用する走
りができるよう、高校でも陸上を頑張る」と意気込みを語りました。

皇后盃第４４回全国都道府県対抗女子駅伝
横井花音さん（中学）

天皇盃第３１回全国都道府県対抗男子駅伝
田辺真咲さん（大学）、濱口碧月さん（ 高校）


